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　自然科学には、物理学、化学、生物学などと、様々
な分野があります。現在は、専門化がさらに進んで、研
究領域はより細分化されています。分野が違えば、研究
対象はもちろん、謎を解き明かす手法も違います。多く
の場合は、分野ごとに話されている専門用語も違います
ので、専門外の人が理解するのは難しい状況です。
　しかし、それぞれの分野の背景にある論理的な構造を
調べてみると、意外と共通点が存在することがあります。
実際に、異分野の研究者同士が話をしてみると、問題を
解くための数理的な手法は分野を超えて利用できること
もわかってきました。数理創造プログラム iTHEMS
（Interdisciplinary Theoretical and Mathematical 
Sciences Program）は、理論科学、計算科学、そし
て数学の研究者が、様々な科学のしくみを支えている数
理科学を軸に交流することで、科学の研究をさらに前に
進める新しい理論を生みだそうとしています。

　iTHEMSでは、分野横断研究を積極的に推進するた
めに、現代数学の本格的な活用にも取り組んでいます。
現在、理論科学で使っている数学は、そのほとんどが
19世紀から20世紀の前半につくられたものばかりです。
数学は20世紀半ばから抽象化が進み、大きな力を蓄え
るようになりました。
　専門家以外の人には、数学の抽象的な枠組みは、と
らえどころがなく、何だかよくわからないもののように見
えます。しかし、抽象的な枠組みは、これまでよくわかっ
ていなかった具体的
な現象のしくみを解
き明かす可能性を
持っています。しかも、
抽象的な枠組みに対
応する具体的な現象
は1つだけとは限り
ません。まったく関係ないと
思われていた物理と生物の現
象が同じ枠組みで説明できる
かもしれないのです。そのよ
うな現代数学の力を、
あまり活かすことがで
きていないのが現状
です。
　海外では、現代数
学を他の分野に活か

そうとする取り組みが盛ん
におこなわれていますが、
日本ではまだ大きな流れに
はなっていません。数学は、
理論科学や計算科学を研
究するうえで共通言語とな
るものです。自然科学の
様々な分野に関わる研究
者に加えて、純粋数学者や
応用数学者が集まること

で、科学をより豊かに表現することが可能になります。
集まってきた研究者がお互いに新しいものの見方や考え
方を提供し合うことで、これまでの発想を超えた新しい
科学が生まれる土壌が耕されることでしょう。

　iTHEMSでは、1人1人の研究者が同列に並び、それ
ぞれの研究を進めるようになっています。チームやグルー
プをつくってしまっては、研究が小さくまとまってしまう
恐れがあります。しかし、ただ、個人が自分の研究を進
めるだけでは、iTHEMSとして集まる意味がなくなってし
まいます。
　そこで考えられたのが、「セル」という緩やかなしくみ
です。 セルは、小さなテーブルのようなものです。それぞ
れのセルには大きなテーマが決められていて、そのテー
マに沿って話し合いをするような場となります。現在は、

「極限宇宙」「生命進化」「数理 AI」「新しい幾
何学」の４つのテーマについて話し合うセルが
用意されています。
　研究者は自分の興味のあるセルに行き、それ
ぞれのテーマを深めていきます。もちろん、他
のセルの研究者と交流したり、セルを移ったり

することもできます。セルを大きな核として、様々な専門
分野の研究者が集まり、議論することで、分野を横断し
た新しい研究が生まれてくるでしょう。
　セルの数は現在４つだけですが、議論が深まってくれ
ば、新しいセルが誕生するかもしれません。iTHEMSを

つくっているのは、参加する1人1人の研究者です。研究
者の考え方の変化に合わせて、iTHEMS という組織も
柔軟に変化していくのです。

　分野を超えた研究者の連携は、
すぐにできるものではありませ
ん。それぞれの専門分野で話
されている言葉は、時として違
う言語で話しているのではと思
うほど難解に聞こえることがあり、
連携を阻む障壁となってしまいます。
　このような壁を乗り越えるには、研究者同士が日常的
に顔を合わせ、お互いの研究についてわかりやすい言葉
で語り合える場が必要です。そのような場をつくる取り組
みの１つが、毎週金曜日に開催しているコーヒーミーティ
ングです。コーヒーミーティングでは、冒頭に15分程度、
話題提供のプレゼンテーションをしてもらい、その後は、
研究者同士が自由に交流します。たくさんの研究者が一
堂に会することで、自分の研究をわかりやすい言葉で説
明し合います。お互いに相手の研究内容を理解し合うこ
とで、自分の興味も広がり、共同研究へと発展すること
もあるでしょう。
　iTHEMSでは、様々な分野の第一線で活躍する研究
者が集まり、お互いに刺激を与え合って、新しい科学を
つくり出そうとしています。ここからどのような科学が生
まれてくるのか、注目していてください。
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宇宙はどのように始まったの？

生命はどのように誕生したの？

人間を超える知能は作れるの？

２２世紀の新しい数学は？

人類の未来はどうなるの？

理化学研究所 数理創造プログラムは、

物理学、化学、生物学、医科学、

工学、情報科学、計算科学、数学など

様々な分野の最先端科学者が、

数学を共通言語として、

これらの問題に対して

常識にとらわれない発想で

共同研究を進めている

国際研究拠点です。
科学アドバイザー

巌佐 庸
専門分野 ： 数理生物学

科学アドバイザー

若山 正人
専門分野 ： 数学

科学アドバイザー

小林 誠
専門分野 ： 素粒子論

科学アドバイザー

森 重文
専門分野  ： 代数幾何学

プログラムディレクター

初田 哲男
専門分野 ： 素粒子・原子核理論

副プログラムディレクター

坪井 俊
専門分野 ： 数学・トポロジー

コーディネーター

多田 司
専門分野 ： 素粒子論

副プログラムディレクター

Catherine
Beauchemin
専門分野 ： ウイルス物理学

副プログラムディレクター

三好 建正
専門分野 ： データ同化 副プログラムディレクター

長瀧 重博
専門分野 ： 数値的宇宙物理学

数理科学を軸に
分野横断研究を展開

現代数学の活用で
未知の科学に挑む

柔軟に変化する組織で
テーマを深める

顔の見える交流で
異分野連携を促進



Coffee  Time!

Future Geometry
CELL

iTHEMSは数理を共通言語とした分野横断型国際研究拠点です。
            「研究セル」というプラットフォームを通じて、
            専門分野の枠を超えた連携研究が行われています。
          定例のコーヒーミーティングでは、
異なる分野の専門家たちが熱く語り合う姿が見られます。

Extreme Universe
CELL

Life and Evolution
CELL

Mathematics and AI
CELL
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